
• 海藻より約90%エタノール抽出に成功した。
• 海洋由来酵母C19株は、海藻糖化液を高発酵することができた。
• サイレージ発酵処理により、スジメからのエタノール生産を効率的に行うことができた。
• 未処理条件では、アオサが発酵量が高く、バイオマス量も多いため有望なバイオマス資源である。

4.まとめ

試料粉末3g
3%硫酸100mℓ
121℃、1h処理

試料酸分解液
pH4.5に調整
セルラーゼ添加(400IU)
50℃、24h糖化

ろ過
糖化液
グルコース、還元糖量測定

海藻糖化

糖量比較

2.実験方法
海藻糖化液高発酵

酵母単離
海藻糖化液の発酵

10mℓずつ試験管へ分注
各酵母を0.1g添加

25℃、3～9日間発酵

エタノール量比較

蒸留

海藻カスケード利用

③メタン
発酵

スジメ（乾燥品
約3kg

ＡＲ菌接種

アルギン酸オリゴ
糖粗抽出液
約200kg

加熱失活・抽出

遠心分離

発酵残滓
約8kg

①サイレージ発酵
25℃、24h

②エタノール
発酵

5ℓスケールアップ

1.背景と目的

現在、原子力発電の安全性の問題や化石燃料大量消費に伴う温
暖化問題により自然再生エネルギーの導入が急務である。そこで、
バイオマスの利用が注目されている。その中で、未利用水圏バイオ
マスの一つとして海藻があげられる。ここでは、未利用水圏バイオマ
スである緑藻アオサ、褐藻アカモク、スジメ、紅藻オゴノリを原料とし
てエタノール生産を行い、糖量が高いスジメについてスケールアップ
を行った。

CO2

カーボンニュートラル
エネルギー

• 糖量の多かったサイレージス
ジメをスケールアップした。

• 発酵量比較では、海洋由来
C19株が高かった。

• 未処理海藻では、アオサ
(5.034g/ℓ)が発酵量が高かっ
た。

3.結果
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• スケールアップ発酵の結果、最大
3.110g/ℓの発酵液5.6ℓを得た。

• サイレージ処理後スジメのスケール
アップを効率的に行うことができた。

• スケールアップした発酵液より、90%
エタノールを蒸留に成功した。
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スケールアップ発酵結果

水圏植物を原料とするバイオエタノールの製造‐Ⅶ
～海藻を原料としたエタノール生産～
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